
 

　今回、参加して一番良かったと思ったことは、普段は全
く異なる別々の場所で活動している方々の話が聴けて、
交流できたこと。これに尽きると思います。
　いろいろな人の話を聞くのはとにかく楽しいし、これから
の活動の参考にもなります。特に、曲の委嘱についての
話はなかなか聴くことができない話題ですので、一番興

味深く聴かせ
ていただきま
した。
　今後も、全
奏協を通じて
さらに多くの
方と交流でき
ると嬉しいで
す。
　ただ、今回
は、学生や若
者層といった年代の方が非常に少なかったのが残念か
なと思いました。
　地域や団体、流派を超えることはもちろんのこと、年齢
の壁も超えて、もっと若い人達を取り込むことができると
嬉しいです。若者（特に学生）は、同年代同士のみで交
流する傾向が強く、なかなか人生の先輩方、邦楽界の先
輩方と交流する場や機会がありません。これでは、せっ
かく皆様がやってきた素晴らしい活動を次世代に繋げる
ことができず、非常に勿体ないです。是非とも、今後力を
入れていって頂きたい点だと考えています。
　私はそういった場を作るのを活動目標のひとつとしてい
ますので、全奏協とも協力しながら、若い力で、邦楽の
世界を盛り上げていければ良いなと思いました。

田中隆文理事司会でのパネルディスカッション

主な記事

2011年度

　　
　　全奏協機関誌
　　��������発行

　　全奏協通信　　全奏協通信　　全奏協通信　　全奏協通信　　全奏協通信　　全奏協通信　　全奏協通信　　全奏協通信　　全奏協通信　　全奏協通信　　全奏協通信　　全奏協通信　　全奏協通信　　全奏協通信　　全奏協通信　　全奏協通信　　全奏協通信　　全奏協通信　　全奏協通信　　全奏協通信　　全奏協通信　　全奏協通信　　全奏協通信　　全奏協通信　　全奏協通信　　全奏協通信　　全奏協通信　　全奏協通信　　全奏協通信　　全奏協通信　　全奏協通信　　全奏協通信　　全奏協通信　　全奏協通信　　全奏協通信　　全奏協通信　　全奏協通信　　全奏協通信　　全奏協通信　　全奏協通信　　全奏協通信　　全奏協通信　　全奏協通信　　全奏協通信　　全奏協通信　　全奏協通信　　全奏協通信　　全奏協通信　　全奏協通信　　全奏協通信　　全奏協通信　　全奏協通信　　全奏協通信　　全奏協通信　　全奏協通信　　全奏協通信　　全奏協通信　　全奏協通信　　全奏協通信　　全奏協通信　　全奏協通信　　全奏協通信　　全奏協通信　　全奏協通信　　全奏協通信　　全奏協通信　　全奏協通信　　全奏協通信　　全奏協通信　　全奏協通信　　全奏協通信　　全奏協通信　　全奏協通信　　全奏協通信　　全奏協通信　　全奏協通信　　全奏協通信　　全奏協通信　　全奏協通信　　全奏協通信　　全奏協通信　　全奏協通信　　全奏協通信　　全奏協通信　　全奏協通信　　全奏協通信　　全奏協通信　　全奏協通信　　全奏協通信　　全奏協通信　　全奏協通信　　全奏協通信　　全奏協通信　　全奏協通信　　全奏協通信　　全奏協通信　　全奏協通信　　全奏協通信　　全奏協通信　　全奏協通信　　全奏協通信　　全奏協通信　　全奏協通信　　全奏協通信　　全奏協通信　　全奏協通信　　全奏協通信　　全奏協通信　　全奏協通信　　全奏協通信　　全奏協通信　　全奏協通信　　全奏協通信　　全奏協通信　　全奏協通信　　全奏協通信　　全奏協通信　　全奏協通信　　全奏協通信　　全奏協通信　　全奏協通信　　全奏協通信　　全奏協通信　　全奏協通信　　全奏協通信　　全奏協通信　　全奏協通信　　全奏協通信　　全奏協通信　　全奏協通信　　全奏協通信　　全奏協通信　　全奏協通信　　全奏協通信　　全奏協通信　　全奏協通信　　全奏協通信　　全奏協通信　　全奏協通信　　全奏協通信　　全奏協通信　　全奏協通信　　全奏協通信　　全奏協通信　　全奏協通信　　全奏協通信　　全奏協通信　　全奏協通信　　全奏協通信　　全奏協通信　　全奏協通信　　全奏協通信　　全奏協通信　　全奏協通信　　全奏協通信　　全奏協通信　　全奏協通信　　全奏協通信　　全奏協通信　　全奏協通信　　全奏協通信　　全奏協通信　　全奏協通信　　全奏協通信　　全奏協通信　　全奏協通信　　全奏協通信　　全奏協通信　　全奏協通信　　全奏協通信　　全奏協通信　　全奏協通信　　全奏協通信　　全奏協通信　　全奏協通信　　全奏協通信　　全奏協通信　　全奏協通信　　全奏協通信　　全奏協通信　　全奏協通信　　全奏協通信　　全奏協通信　　全奏協通信　　全奏協通信　　全奏協通信　　全奏協通信　　全奏協通信　　全奏協通信　　全奏協通信　　全奏協通信　　全奏協通信　　全奏協通信　　全奏協通信　　全奏協通信　　全奏協通信　　全奏協通信　　全奏協通信　　全奏協通信　　全奏協通信　　全奏協通信　　全奏協通信　　全奏協通信　　全奏協通信　　全奏協通信　　全奏協通信　　全奏協通信　　全奏協通信　　全奏協通信　　全奏協通信　　全奏協通信　　全奏協通信　　全奏協通信　　全奏協通信　　全奏協通信　　全奏協通信　　全奏協通信　　全奏協通信　　全奏協通信　　全奏協通信　　全奏協通信　　全奏協通信　　全奏協通信　　全奏協通信　　全奏協通信　　全奏協通信　　全奏協通信　　全奏協通信　　全奏協通信　　全奏協通信　　全奏協通信　　全奏協通信　　全奏協通信　　全奏協通信　　全奏協通信　　全奏協通信　　全奏協通信　　全奏協通信　　全奏協通信　　全奏協通信　　全奏協通信　　全奏協通信　　全奏協通信　　全奏協通信　　全奏協通信　　全奏協通信　　全奏協通信　　全奏協通信　　全奏協通信　　全奏協通信　　全奏協通信　　全奏協通信　　全奏協通信　　全奏協通信　　全奏協通信　　全奏協通信　　全奏協通信　　全奏協通信　　全奏協通信　　全奏協通信　　全奏協通信　　全奏協通信　　全奏協通信　　全奏協通信　　全奏協通信　　全奏協通信　　全奏協通信　　全奏協通信　　全奏協通信　　全奏協通信　　全奏協通信　　全奏協通信　　全奏協通信　　全奏協通信　　全奏協通信　　全奏協通信　　全奏協通信　　全奏協通信　　全奏協通信　　全奏協通信　　全奏協通信　　全奏協通信　　全奏協通信　　全奏協通信　　全奏協通信　　全奏協通信　　全奏協通信　　全奏協通信　　全奏協通信　　全奏協通信　　全奏協通信　　全奏協通信　　全奏協通信　　全奏協通信　　全奏協通信　　全奏協通信　　全奏協通信　　全奏協通信　　全奏協通信　　全奏協通信　　全奏協通信　　全奏協通信　　全奏協通信　　全奏協通信　　全奏協通信　　全奏協通信　　全奏協通信　　全奏協通信　　全奏協通信　　全奏協通信　　全奏協通信　　全奏協通信　　全奏協通信　　全奏協通信　　全奏協通信　　全奏協通信　　全奏協通信　　全奏協通信　　全奏協通信　　全奏協通信　　全奏協通信　　全奏協通信　　全奏協通信　　全奏協通信　　全奏協通信　　全奏協通信　　全奏協通信　　全奏協通信　　全奏協通信　　全奏協通信　　全奏協通信　　全奏協通信　　全奏協通信　　全奏協通信　　全奏協通信　　全奏協通信　　全奏協通信　　全奏協通信　　全奏協通信　　全奏協通信　　全奏協通信　　全奏協通信　　全奏協通信　　全奏協通信　　全奏協通信　　全奏協通信　　全奏協通信　　全奏協通信　　全奏協通信　　全奏協通信　　全奏協通信　　全奏協通信　　全奏協通信　　全奏協通信　　全奏協通信　　全奏協通信　　全奏協通信　　全奏協通信　　全奏協通信　　全奏協通信　　全奏協通信　　全奏協通信　　全奏協通信　　全奏協通信　　全奏協通信　　全奏協通信　　全奏協通信　　全奏協通信　　全奏協通信　　全奏協通信　　全奏協通信　　全奏協通信　　全奏協通信　　全奏協通信　　全奏協通信　　全奏協通信　　全奏協通信　　全奏協通信　　全奏協通信　　全奏協通信　　全奏協通信　　全奏協通信　　全奏協通信　　全奏協通信　　全奏協通信　　全奏協通信　　全奏協通信　　全奏協通信　　全奏協通信　　全奏協通信　　全奏協通信　　全奏協通信　　全奏協通信　　全奏協通信　　全奏協通信　　全奏協通信　　全奏協通信　　全奏協通信　　全奏協通信　　全奏協通信　　全奏協通信　　全奏協通信　　全奏協通信　　全奏協通信　　全奏協通信　　全奏協通信　　全奏協通信　　全奏協通信　　全奏協通信

2ページ　東京交流会（詳細）　神奈川助成事業　
３ページ　大阪交流会（詳細）　高知助成事業
4ページ　全国邦楽合奏フェスティバル�

　１１月からのＮＰＯ法人として本格
的な活動を開始の一つの大きな事
業として、東京地区・講習交流会を
実施しました。この交流会は、全奏
協の会員だけでなく非会員も広く
参加していただき、日常邦楽合奏
で直面するさまざまなトピックにつ
いて講習するとともに、流派を超え
て邦楽合奏の愛好家の相互交流を
はかるものです。
　交流会は、平成24年1月9日（月・
祝日）午後1：30～4：30（参加料無
料）に「すみだ産業会館会議室」で
開催され、午後5：00より懇親会を
いたしました。
　会員19名、非会員15名、顧問4名
の合計38名と多くの方の参加をい

ただきました。
　交流会は、冒頭に理事長の藤
本玲より全奏協の活動のご紹介、
そして今年９月に予定されている
国民文化祭でのイベントの紹介か
ら始まり、続いて田中隆文理事の
コーディネートによる２つのパネル
ディスカッションを実施しました。
そして最後に邦楽者のためのIT
活用術という講義を実施しました。
　また、平成24年2月18日（土）午
後5：30〜７：３０分まで大阪市立
中央公民館で約30名の参加者に
より、関西地区講習交流会が開催
されました。その後、簡単な懇親
会がもたれました。東京からは本
会顧問の高橋明邦氏も参加いた

だきました。
　大阪音楽大学講師、本会顧問、
そして尺八演奏家の星田一山氏
が「五線譜に親しもう」と題して、
箏の谷垣千鶴氏が「インターネット
活用術」について公演がありまし
た（2〜３ページに関連記事）。
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先駆的な取り組みの発表

　　全奏協通信　　全奏協通信

「春　うらら・・」なんて可愛い言
葉でしょう！やっと春の息吹が
日ごとに増してきました。皆
様、お元気でいらっしゃいます
か？
　日頃は全奏協にご協力いた
だきまして有難うございます。
全奏協も7月3日の立上げ総会
から早9ヶ月を迎えようとしてい

ますが、毎日バタバタとあわただしい日々を送って
います。夢であった全奏協は立ち上がりましたが、
まだまだ赤ん坊失敗しながら理事や事務方の皆さ
んに助けていただき頑張っています。
　さて、今年は徳島で文化庁主催の国文祭という
大きな行事がであり「全国邦楽合奏協会の誕生公
演」を開催できるようになりました。ものすごい幸運と
喜んでいます。皆さん徳島にいらして下さい！一緒
に演奏しましょう！交流しましょう！私達の手で邦楽
合奏フェスティバルを成功させましょう。是非よろしく
お願い致します。
　桜の咲く頃には、皆様からのうれしいご参加の申
込みが届いていると信じております。では9月14日
（金）から16日（日）にお会いしましょう。16日（日）7
時半からは交流会、翌日は祝日ですので飲みすぎ
ても大丈夫です。お待ちしております。　　　
　　　　　　　　　　理事長　　　　藤本　　玲　　
　　　　　　　

若い力で邦楽会を
　　　　　　　盛り上げよう！

創刊号（第1号）



小学校合同文化㚯賞会䝛䝱䜴䝭䝤

�NPO法人全国邦楽合奏協会（全奏協）

䝛䝱䜴䝭䝤

䝿䚸䛛䜙䜃䟺䛮䛰䜐䛴䝌䝌䝱䟻䚹

䝿䚸㮭䛴遠音䚹尺八

䝿䚸春䛴海䚹䚭箏

䝿䚸芽生䛎䚹䚭二十絃䡐現代曲

䝿䚸尾上䛴松䚹三絃䡐三曲合奏

䝿䚸祇園精舎䚹琵琶

䝿䚸䛑䛒䜐田楽䚹笛䟹打楽器

䝿䜦䝷䜹䝷䝚䝯䚸日本䛴四季䚹

䝿大合奏䚭䚸冬䛴一日䡂䠳䡄䡆䠄䚹

䚭䚭全部䛭㻔時間䛴演奏会䛭䛟

�

　　　織座の委嘱作品�
・花織（はなおり）　川崎絵都夫作曲
・遊鼓風笛（ゆうこふうてき）
　　　　　　　　安達元彦作曲
・水と火のまつり　長沢勝俊作曲
・環（かん）　　　  秋岸寛久作曲
・織音組曲（おりおんくみきょく）
                      佐藤容子作曲

　東京講習交流会䛭紹介䛛䜒䛥兵
庫県䛴取䜐組䜅䜘紹介䛝䜄䛟䚯
䚭兵庫教育協会主催䛭小学校合同
文化鑑賞会䜘㻕㻓㻔㻔年㻔㻔月㻕㻛日䛱神
戸文化䝟䞀䝯䛭行䛊䜄䛝䛥䚯神戸䛭
䛵子䛯䜈向䛓䛴演奏会䜈少䛰䛕䛙䛴
協会䛴学校公演䛭純邦楽䛒取䜐入
䜒䜏䜒䛥䛴䛵今回䛒初䜇䛬䚯䛳䜏䛊
䛵子䛯䜈達䛱生䛴和楽器䛴音䜘聴
䛊䛬䜈䜏䛊䚮邦楽䛱対䛟䜑知識䜘持
䛩䛬䜈䜏䛌䛙䛮䛭䛟䚯
䚭総予算䛵百万円䚯䛙䛴会䛴䛥䜇䛦
䛗䛱箏䚮三絃䚮尺八䚮笛䚮打楽器䚮
琵琶䛴䚺未来邦楽䜦䝷䜹䝷䝚䝯䚻䜘
結成䚯子䛯䜈䛥䛧䜘㣤䛓䛛䛡䛰䛊䜎䛌
進行䛵䝊䝷䝡良䛕䚮䛸䛰壇䜘䛐䛕䛰
䛯䚸和䚹䜘演出䛝䜄䛝䛥䚯舞台演出䛱

みなと未来ホールでの演奏会に向けての練習�

　立䛧席䠑䜈䛭䜑様䛰盛況䛴懇親会�

　東京講習交流会䛭䛵田中隆文理
事䛴䜷䞀䝋䜧䝑䞀䝌䛱䜎䜑䠄䛪䛴䝕䝑
䝯䝋䜧䜽䜯䝇䜻䝫䝷䟺㻳㻧㻌䜘実施䛝䜄䛝
䛥䚯䛣䛝䛬最後䛱邦楽者䛴䛥䜇䛴㻬㻷
活用術䛮䛊䛌講義䜘実施䛝䜄䛝䛥䚯
䚭䛸䛮䛪䛵䚮邦楽合奏䛴愛好家䛱䛵䛮
䛬䜈興味䛴深䛊䚸邦楽普及䛾䛴演奏
会䛴取䜐組䜅䛱䛪䛊䛬䚹䛮䛊䛌
䝊䞀䝢䛭䚮神奈川邦楽合奏
団堀氏䛑䜏䛵子供䛮䛴䜷䝭䝠
䝰䞀䜻䝫䝷䛱䜎䜑取䜐組䜅䚮䛙
䛌䛿邦楽䝳䞀䜳䜻䝫䝇䝛䛴名
村氏䛱䜎䜑神戸䛴学校公演
䛴取䜐組䜅䚮䛣䛝䛬䚮㻰㼄㼕㼌㼒䜦
䝷䜹䝷䝚䝯䛴小林氏䜎䜐情熱
䜷䝷䜹䞀䝌䛴取䜐組䜅䛱䛪䛊
䛬話䛒䛈䜐䜄䛝䛥䚯
䚭各氏䛴先㥉的取䜐組䜅䛮工
夫䜘多䛕紹介䛝䛬䛊䛥䛦䛓䜄
䛝䛥䚯今後䛴演奏会䛴取䜐組
䜅䛱対䛝䛬大変参考䛱䛰䜑内

容䛭䚮参加者䜊㢫問䛴方䚱䛑䜏熱心
䛰質問䛒相次䛔䜄䛝䛥䚭
䚭䛻䛥䛪䜇䛵䚮䚸邦楽曲䛴委嘱䚹䛴䝊
䞀䝢䛭䚮邦楽合奏団䜄䛯䛑三本氏䛐
䜎䛹䚮邦楽合奏団織座䛴立花䜎䜐各
合奏団䛭䛴委嘱曲䟺下䛱曲名等記
載䟻䛴取䜐組䜅䛴紹介䛒䛰䛛䜒䜄䛝

䛥䚯作曲家䛴川崎絵都夫氏䛒議
論䛱加䜕䜐䚮委嘱䛟䜑立場䛮依頼
䜘䛌䛗䜑立場䛴両方䛑䜏䛴視点䛴
議論䛒䛭䛓実䜐䛴䛈䜑㻳㻧䛮䛰䜐䜄䛝
䛥䚯
䚭䜄䛥䚮邦楽者䛴䛥䜇䛴䝑䝇䝌活用
䛴講義䛵䚮㻳㻧䛒長引䛓短䛊講義䛮
䛰䜐䜄䛝䛥䛒䚮若林氏䛴邦楽㻺㼌㼎㼌
䛴紹介䛰䛯新䛝䛊取䜐組䜅䛒紹介
䛛䜒䚮全国的䛰交流䛱果䛥䛟䝑䝇
䝌䛴役割䛴重要䛛䜘再認識䛟䜑䛙䛮
䛒䛭䛓䜄䛝䛥䚯
䚭䠅時間䛴議論䛴後䛵䚮多䛕䛴方䛒
懇親会䛱参加䛝䚮定員䜮䞀䝔䞀䛴
超過密状態䛭䛴中䛭楽䛝䛊会䛮䛰
䜐䜄䛝䛥䚯
䚭普段演奏会䛱䛵慣䜒䛬䛊䛬䜈䚮
䛙䛴䜎䛌䛰講習会䛴経㥺䛒少䛰䛕䚮
䜽䝃䝇䝙一同汗䛦䛕䛴䛰䛑䛭䛴交
流会䛮䛰䜐䜄䛝䛥䛒䚮多䛕䛴方䛱参
加䛝䛬䛊䛥䛦䛓䚮全奏協䛴第一歩
䜘動䛓出䛝䛥実感䜘感䛞䜏䜒䜑一
日䛮䛰䜐䜄䛝䛥䚯

䟺理事䚭立花茂生䟻

　神奈川邦楽合奏団第三回定期演
奏会䛒㻔㻕㻃月㻔㻛㻃日䚮横浜䜅䛰䛮䜅䜏䛊
䝟䞀䝯䛭実施䛛䜒䚮䛐箏䛱䛛䜕䛩䛥䛙
䛮䛒䛰䛊䜼䝩䝏䜦䜘夏休䜅䛱募集䛝䚮
教育䛝䚮定演䛴舞台䛭団員䛮䜼䝩䝏䜦
䛒共演䛝䜄䛝䛥䚯䜼䝩䝏䜦㻕㻛㻃名䛒参加
䛝䟺㻕㻜名䛴所䝮䝓䞀䜹䝯中䛱㻔名緊張
䛴䛈䜄䜐䛑䚮体調䜘崩䛝出演䛵出来䜄
䛡䜙䛭䛝䛥䟻䚮石井由希子作曲䚸䜼䝩
䝏䜦䛴嵐䖠㻫㼄㼓㼓㼜㼑㼈㼖㼖䚹䜘演奏䛝䜄䛝
䛥䚯䛣䛴演奏䛵好評䜘博䛝䚮䜼䝩䝏䜦
達䛵来年䜈是非出䛥䛊䛮言䛩䛬䛊䜄䛝

䛥䚯䜄䛥親䛥䛧䛾䛴䜦䝷䜵䞀
䝌䛱依䜒䛶䚮䛐箏䛮䛊䛌身近
䛱䛰䛊楽器䜘体㥺䛝䚮舞台䛱
上䛒䜑䛮䛊䛌䜇䛩䛥䛱出来䛰
䛊経㥺出来䛥䛙䛮䛾䛴感謝䛴
声䛒多䛕寄䛡䜏䜒䜄䛝䛥䚯
䚭会場䛵䜼䝩䝏䜦䝿䜼䝩䝏䜦䛴
親䛥䛧䛐䜎䛣㻔㻖㻓㻃人䛮一般客
䛭㻗䠆㻓㻃 名䛴客席䛒䜁䜂満員
䛴盛況䛮䛰䜐䜄䛝䛥䚯

 

凝䛩䛬費用䛒䛑䛑䜐過䛔䜄䛝䛥䚯
費用䜘抑䛎䛬学校䛚䛮䛴公演䜘
行䛌䛙䛮䛒課題䛭䛟䚯
䚭協会䜊学校䛴先生方䛑䜏䚸邦楽
䛒身近䛱䛰䛩䛥䚮楽䛝䛑䛩䛥䚹䛮㧏
䛊評価䜘䛊䛥䛦䛓䜄䛝䛥䚯
䟺䛙䛌䛿邦楽䝳䞀䜳䜻䝫䝇䝛

代表䚭名村茂代䟻

 

神神໖໖
川川ၺၺ楽楽

合合奏奏චච൦൦３３回回ฤฤ演演ジジュュニニアアၺၺ楽楽体体験験とと
ခခ

公公演演

全奏協通信全奏協通信全奏協通信全奏協通信全奏協通信



䚭䚭䝑䝇䝌利用方法䜘東京講習交流会
䛭䛴織座䛴資料䜘中心䛱紹介䛝䜄䛟䚯
䚭第一䛱織座内外䛮䛴連絡䛱利用䛝䛬
䛊䜄䛟䚯第二䛱䚮文書䝙䜥䜨䝯䜊音源
䝙䜥䜨䝯等䜘共有䛟䜑䛙䛮䛭䚮各自䛒
活動䜊練習䛱役立䛬䜑䛙䛮䛒䛭䛓䜄
䛟䚯䛥䛦䛝䚮音源等䛴著作権䛱䛵十分
䛱留意䛟䜑必要䛒䛈䜐䜄䛟䚯共有䛴道
具䛮䛝䛬䛵䚸㻧㼕㼒㼓㻥㼒㼛䚹䛒有効䚯第三䛱
䚸㻶㼎㼜㼓㼈䚹䜘電話会議䛭利用䛝䛬䛊䜄
䛟䚯䝊䝰䝗電話䛰䛴䛭資料䜘画像䛭
紹介䛭䛓䜄䛟䚯第四䛱䜷䝣䝩䝏䜵䞀䜻䝫
䝷手段䛮䛝䛬䚸㻩㼄㼆㼈㻥㼒㼒㼎䚹䜘利用䛝䛬䛊
䜄䛟䚯㻰㼌㼛㼌䛰䛯他䛴䝁䞀䜻䝧䝯䝑䝇䝌䝳
䞀䜳䜈有効䛭䛟䚯第五䛱調䛿物䛱䝑䝇
䝌䜘使䛊䜄䛟䚯邦楽全般䛱䛵䚸邦楽
㻺㼌㼎㼌䚹䛒䚮曲䛴編成䜘調䛿䜑䛱䛵䚸現

高知講習会。高知市春野町南ヶ丘公民館で�

大学䛴授業䛴様䛰和気藹䚱䛮䛝䛥講演�

㻃 初䜇䛱䚮本会㢫
問䛴星田一山氏
䛒䚸五線譜䛱親䛝
䜈䛌䚹䛮題䛝䛬講演
演䛝䜄䛝䛥䚯大阪
音楽大学䛭䜈講
義䛝䛬䛊䜑䛙䛮䜈䛈
䜐邦楽人䛱䜈䛢䛸
知䛩䛬䛊䛬欲䛝䛊
五線譜䛴基礎䛒
解説䛛䜒䜄䛝䛥䚯

䛮䚮三味線䛵䛈䜑音䜘二䛴絃䛭弾
䛕䛑三䛭弾䛕䛑䛮䛊䛌判断䚮䛪䜄䜐
音色䜘重視䛟䜑䛑手順䛱重䛓䜘䛐
䛕䛑䚮尺八䛭䛵調号䜘見䛬何寸管
䛭演奏䛟䜑䛑䛰䛯䛴判断䛒求䜇䜏
䜒䜄䛟䚯
䚭二䛪目䛵谷垣千㭧氏䛒䚸䜨䝷䝃
䞀䝑䝇䝌活用術䚹䛱䛪䛊䛬講演䛝䜄
䛝䛥䚯䝥䞀䝯䚮䝥䞀䝮䝷䜴䝮䜽䝌䚮䝟

　㻔㻔月㻙日䚮㧏知市春野町䛭表
題䛴体㥺事業䛒㻔㻘人䛴参加者䛭
開催䛛䜒䜄䛝䛥䚯当日䛵町内䛴一
斉清掃䛮重䛰䛩䛬䛊䛥䛥䜇䚮参加
者䛵少䛰䜇䛭䛝䛥䛒内容䛴䛈䜑䝳
䞀䜳䜻䝫䝇䝛䛮䛰䜐䜄䛝䛥䚯
䚭自転車䛭遠方䛑䜏参加䛝䛥䚮㻕㻓
歳代䛴男性䛵䚮䚸普段体㥺䛴䛭䛓
䛰䛊箏䜘演奏䛭䛓䛬大変䛥䜇䛱䛰
䜐䜄䛝䛥䚯䛙䜒䛑䜏䜈䚮続䛗䛬䛊䛓
䛥䛊䛮思䛊䜄䛟䚹䛮感想䜘述䛿䛬

はじめて弾く琴～さくら～はじめて弾く琴～さくら～
　箏（こと）体験教室　箏（こと）体験教室

䛊䜄䛝䛥䚯
䚭䜄䛥䚮㻙㻓歳代䛴女性䛵䚸我流
䛭箏䜘弾䛊䛬䛊䛥䛗䜒䛯䚮弾䛓
方䛴基礎䜘䚭習䛎䛬䚮大変䛥䜇
䛱䛰䜐䜄䛝䛥䚹䛮言䛩䛬䛊䜄䛝
䛥䚯
䚭䜄䛦䜄䛦䚮箏䛰䛯邦楽器䛵䚭
㤾染䜅䛴薄䛊楽器䛦䛰䛮実感
䛝䛥䛮同時䛱䚮息䛴長䛊普及活
動䛴大切䛛䜘感䛞䜄䛝䛥䚯
䟺邦楽䜘䛥䛴䛝䜆会

代表䚭㧏橋郁子䟻

 

 

䚭䜄䛠䚮箏䚮三味線䚮尺八䛱五線
譜䛵古典䛭䛵必要䛰䛊䛒現代曲
䛭䛵䛈䜑程度䛴知識䛒必要䛰䛙
䛮䚮特䛱洋楽系䛴作曲家䛴曲䜘
理解䛟䜑䛌䛎䛭䛵必須䛮䛰䜑䛙䛮
䛒力説䛛䜒䜄䛝䛥䚯
䚭䛪䛔䛱五線譜䛴理解度䛵䛯䛴
䝰䝝䝯䜄䛭必要䛑䛒解説䛛䜒䜄䛝
䛥䚯䛣䛴中䛭䠈䠁䠊䛵約分䛝䛰䛊
䛙䛮䟺笑䛊䟻䚮䡂䛵䝘䞀䛭䛵䛰䛕䝘䜦
䝒䛮読䜆䛙䛮䚮㼕㼌㼗䛵必䛠㼕㼌㼗㻑䛮点䜘

付䛗䜑䛙䛮䚮䝌音記号䛵第二線䛒䝌
䛭䛈䜑䛙䛮䚮二重付点四分音符䛴
長䛛䚮䛈䜑流派䛴一部䛱䛵付点四
分音符䜘半加四分音符䛮言䛌場合
䛒䛈䜑䛙䛮䛰䛯䛒話䛛䜒学生䛴気
持䛧䛒䜕䛑䜑緊張䛝䛥講義䛮䛰䜐
䜄䛝䛥䚯
䚭実際䛴演奏䛭䛵䚮箏䚮三味線䛴
場合䛵楽譜䜘見䛬調弦䜘決䜇䜑䛙

䞀䝤䝞䞀䜼䚮䝚䝱䜴䚮䝈䜨䝇䝃
䞀䚮䝙䜫䜨䜽䝚䝇䜳䚮䜽䜯䜨䝛䛰
䛯䛒䛯䛴様䛰䜈䛴䛑䚮何䛒䛭䛓
䜑䛴䛑䚮邦楽䜊音楽䛭䚮䛯䛴
様䛰活用法䛒䛈䜑䛴䛑䛒紹介
䛛䜒䜄䛝䛥䚯
䚭最後䛱䚮講習後本会㢫問䛴
㧏橋明邦氏䛒䛚自身䛴体㥺䜘
交䛎䛬䚮䛰䛢邦楽分野䛭仕事
䜘䛟䜑様䛱䛰䛩䛥䛴䛑䜘日本
人䛮䛝䛬䛴䜦䜨䝋䝷䝊䜧䝊䜧䞀
䛴面䛑䜏述䛿䜏䜒䛥䛴䛒印象
深䛑䛩䛥䛭䛟䚯
䚭䛣䛴後䚮䛣䛴場䜘懇親会会場
䛮䛝䛬䚮親好䜘深䜇䜄䛝䛥䚯

䟺広報担当䚭㧏橋哲也䟻

星田一山氏

谷垣千鶴氏䛱䜎䜑䚭䚭䚭䚭䚭䚭䚭䚭䚭

IT活用事例紹介䟺関西交流会䛭䟻�

䚭䚭䚭䚭䚭䚭䚭

代邦楽䝋䞀䝃䝝䞀䜽䚹䛒有効䛭䛟䚯
第六䛱演奏会䛴宣伝䛱䛵䚸和䝑䝇䝌䚹
䜘使䛊䜄䛟䚯䜄䛥䚮後援䚮助成事業䛰
䛯䛴検索䝿申請䛱䜈䝑䝇䝌䛭行䛎䜄
䛟䚯全奏協䜹䜨䝌䜈充実䛛䛡䛬䛊䛗
䛶䚮邦楽分野䛭䛴牽引䜹䜨䝌䛮䛰䜑䛙
䛮䛒期待䛭䛓䜄䛟䚯
䚭筆者䛵地方在住䛰䛴䛭䚮㻦㻧䚮楽譜
等䛒手䛱入䜐辛䛊䛭䛟䚯䛣䛙䛭䚮邦楽
䜼䝧䞀䝎䝯䚮䜨䝷䝃䞀䝑䝇䝌䜮䞀䜳䜻䝫
䝷䚮楽天䚮䜦䝢䝂䝷等䛭購入䛝䚮新生
銀行䚮楽天銀行䚮䜼䝧䝕䝷䝑䝇䝌䝔䝷
䜳等䝑䝇䝌銀行䛭䛴送金䚮振䜐替䜘利
用䛝䛬䛊䜄䛟䚯䜿䜱䝩䝮䝊䜧䞀䛴関係
䜈䛈䜐信用䛭䛓䜑䜹䜨䝌䛭䛴購入䜘䛐
勧䜇䛝䜄䛟䚯㻃

䟺広報担当䚭㧏橋哲也䟻䚭䚭

全奏協通信全奏協通信全奏協通信全奏協通信全奏協通信
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～2012年度総会は6月10日です～2012年度総会は6月10日です

徳島県徳島市問屋町��
〒��������

全奏協本部事務所
5FM�'BY�������������NPO法人全国邦楽合奏協会（全奏協）

第１回
シニア邦楽コン

クール近畿大
会の

ご案内
参加者募集中

！！

応募受付　4月
9日～5月9日

まで

１　開催日時
　　

平成２４年７月
１４日（土）

２　開催場所
　　

大阪市立阿倍
野区民センタ

ー　
小ホール　

３　募集楽器
　尺八・箏・三

味線

４　開催部門
　　

　　　独奏部
門　　　

合奏部門

５　主催：全奏
協

　㻕㻓㻔㻔年㻔㻕月䠊日䚮本会㢫問䛴三木稔先生䛒䛐亡䛕䛰䜐䛱
䛰䜐䚮䠃䠃日䛴䛐㏳夜䠃䠄日䛴告別式䛱行䛩䛬䛓䜄䛝䛥䚯㞴䛸䛮
䛪䛰䛊䛟䛶䜏䛝䛊㟯空䛴日䚮笑㢞䛴写真䚮䜽䜨䜽䛴草原䜘䝔
䝇䜳䛱䛝䛥三木先生䛴䛐䛦䜊䛑䛰䛐㢞䛒印象的䛭䛝䛥䚯䚭䚭䚭
䚭䛐㏳夜䛱䛵䠆䠂䠂人䛈䜄䜐䚮告別式䛵䠃䠇䠂人䛑䜏䠄䠂䠂人䛕䜏
䛊䛴方䛒参列䛛䜒䛬䛊䜄䛝䛥䚯三木先生䛵㒋土徳島䛴誇䜐䛭
䛈䜐䚮知事䜈䛑䛗䛪䛗䜏䜒䜄䛝䛥䚯今更䛰䛒䜏偉大䛰㡚楽家䛭
䛈䛩䛥䛮残念䛱思䛊䜄䛟䚯
䚭三木先生䛵常䚱䚸䜦䝢䝅䝩䜦䛴合奏団協議会䜘䛥䛧䛈䛘䛰
䛕䛬䛵䛊䛗䛰䛊䟵䚹䛮䛐䛩䛝䜉䛩䛬䛊䜄䛝䛥䚯䛣䛴強䛊思䛊䛒
私䜘揺䜐動䛑䛝䚮全奏協立上䛘䛴決心䜘䛛䛡䜄䛝䛥䚯
䚭䚸三木先生䚮心䜎䜐䛚冥福䛐祈䜐䛊䛥䛝䜄䛟䚯䚹

㻱㻳㻲法人全国㑝楽合奏協会理事㛏䚭藤本䚭玲䚭䚭

【展示】
䖟　宇宙箏䛒䜊䛩䛬䛕䜑
　展示䛭䛴見䛯䛙䜓䛵䛰䜙䛮言䛩䛬䜈
宇宙箏䛭䛝䜍䛌䟺編㞗後記参照䟻䚯本
会田中㝧文理事䛴解説付䛓䚯

䖟　䚸㐗䛹䛰䛒䜏㑝楽䜘知䜑䚹䛭䛵䚮
検校䝿虚無僧䛱変身䛭䛓䜑企画䜈䚯

★　徳島市出身䛭本会㢫問䛴故三
木稔氏䛴軌跡䜘追䛌企画䜘見䛬䛑䜏
合同演奏曲䚸巨火䟺䜁䛬䟻䚹䜘聞䛊䛬䛵
䛊䛑䛒䛭䛝䜍䛌䛑䚯

【ワークショップ】
䖟䚭䚭実䛵㻜月㻔㻗日䟺㔘䟻䛱䛑䛰䜐興味
深䛊演奏会付䛓䛴企画䛒䛈䜐䜄䛟䚯䚸
㻳㻤䟺㡚㡢䟻䜘使用䛟䜑㑝楽䝳䞀䜳䜻䝫
䝇䝛䛮癒䛝㡚楽䚹䛒䛣䜒䚯㐪㡚䛴三塚
幸彦氏他䛒㻳㻤䜘入䜒䛥㡚楽䛮生䛴㡚
楽䛴㐢䛊䜘解説䚯㏩明感䛴䛈䜑㐪㡚
䛴楽曲䜈披㟚䛛䜒䜄䛟䚯筆者䛵㻚月䛱
横浜䛭㻳㻤䜘使䛩䛬䜲䝃䞀䛮㐪㡚䛴䚸北
㣍行䚹䜘演奏䛝䜄䛟䚯䛙䛴企画䛒㻚月

以前䛦䛩䛥䜏䛮悔䜊䜄䜒䜄䛟䚯

䖟䚭䚭䜈䛌一䛪䚮見㏠䛡䛰䛊䛴䛵䚸箏
䝢䜬䜽䝌䝱䛱䜎䜑㟯少年䛴䛥䜇䛴䚹䚭㔕
坂操壽氏䛮沢井一恵氏䛱䜎䜑䚸㤣宴䚹
䛴指導䛮演奏䛭䛟䚯㻘㻓歳代䜈䚺㟯少年
䚻䠑䚭䛧䛮無理䛒䛈䜐䛣䛌䛭䛟䛳䚯

䖟䚭䛣䛴他䚮坂田誠山氏䛱䜎䜑䚸尺八
䝳䝷䝡䜨䝷䝌䜦䝍䝔䜨䜽䚹䜈䚯
䖟䚭三曲楽器以外䛴琵琶䚮笙䚮篳篥
䛴体㥺䜈䛭䛓䜑䚸和楽器体㥺䛮楽器製
作実演䚹䛰䛯見㏠䛡䛰䛊企画䛒目白
押䛝䛭䛟䚯

【講演】
䚭䚭䚸未来㑝楽䛾䚹䛮㢗䛟䜑䝕䝑䝯䝋䜧
䜽䜯䝇䜻䝫䝷䛒䛈䜐䜄䛟䚯司会䛵㑝楽䜼
䝧䞀䝎䝯編㞗㛏䛴田中㝧文氏䚯䚸現
代㑝楽䚹䛴先䛱見䛎䜑䚸未来㑝楽䚹䛮
䛵䚮㑝楽䛴未来䛮䛵何䛰䛴䛑䜘考䛎
䛬䜅䛬䛵䛊䛑䛒䛭䛝䜍䛌䛑䚯

　　㻕㻓㻔㻕年㻜月㻔㻘〜㻔㻙日徳島県㜷南市䛴㜷
南文化会㤃夢䝟䞀䝯䜘中心䛱全国
㑝楽合奏䝙䜫䜽䝊䜧䝔䝯䛒㛜䛑
䜒䜄䛟䚯全国䛑䜏流派䚮地
域䜘越䛎䛬演奏䚮䝳䞀䜳
䜻䝫䝇䝛䚮講演䚮展示䜨
䝝䝷䝌䛱㑝楽愛好者
䛒㞗䛊䜄䛟䚯
䚭㻕㻓 㻓 㻚年䛴徳島県
国民文化祭䜘䛓䛩䛑
䛗䛱全奏協䛒昨年䚮
発足䛝䜄䛝䛥䚯䛙䜒䛵
全奏協䛒発足後初䜇䛬
手䛒䛗䜑大䛓䛰䜨䝝䝷䝌䛭
䛟䚯䛣䛴中心䛮䛰䜑企画䛒全
国䛴㑝楽愛好者䛒㞗䛊演奏䜘
披㟚䛟䜑全国㑝楽合奏䝙䜫䜽䝊䜧䝔䝯

䛭䛟䚯日㡥一緒䛱練習䛝䛬䛊䜑合奏団䛒䛣
䛴腕前䜘披㟚䛝䜄䛟䚯䜄䛥䚮個人参

加䛭䛓䜑演奏曲䜈用意䛛䜒䛬
䛊䜄䛟䚯曲目䛵䚸巨火䟺䜁

䛬䟻䝿第㻖楽章䚹䟺三木稔
作曲䟻䚮䚸童夢䚹䟺吉㶹
克彦作曲䟻䛭䛟䚯指
揮䛵䛣䜒䛤䜒㧏橋
明㑝氏䚮山上明山
氏䛭䛟䚯䚸巨火䚹䜘
作曲䛝䛥故三木稔
氏䛵徳島市出身䚮昨

年䚮惜䛝䜄䜒䛪䛪他界
䛛䜒䜄䛝䛥䚯氏䛴追善演

奏䛮䜈䛰䜐䜄䛟䚯是㟸䚮多䛕
䛴㑝楽愛好者䛱参加䛊䛥䛦䛓

䛥䛊䛮事務局䛵言䛊䜄䛟䚯

惜別惜別

 

info@zensokyo.org

先日䚸䛰䜙䛭䜈㚯定団䚹䟺㻷㻹東京系䟻䛭
山㶹直子宇宙㣍行士䛴時計䛒出䜄䛝
䛥䕦希少性以外䛱宇宙㛭㏻䛴䛐宝䛴
多䛕䛵容積䛒㔔要䛰要素䛮䛰䜐䜄䛟䚯容
積䛱比例䛝䛬宇宙䛾䛴㐘搬料䛒加味䛛
䜒䜑䛑䜏䛭䛟䕦䜈䛝時計䛭䛰䛕山崎㣍
行士䛮䛮䜈䛱䜻䝧䝌䝯䛭㣍䜙䛦宇宙箏䛦
䛩䛥䜏数百万円䛵䛟䜑䛦䜓䛌䚮䛮䛴㚯定
士䛴言葉䛱我䛒耳䜘疑䛊䜄䛝䛥䕦䛣䛴
姉妹箏䛴一䛪䛒徳島䛱来䜄䛟䚯㡚䜘聴
䛕䛦䛗䛭䛰䛕実物䛴写真䜘㧏画質䛭撮
䜐䛥䛊䛒䛥䜇䛱㦭董的価値䛴全䛕䛰䛊
中古䝋䜼䝃䝯一眼䜘㻔万䠇千円䛭落札䛝
䛬䛝䜄䛊䜄䛝䛥䚯使用上㝀䛴㻛䜲䜰䝔䜨䝌
䛴䝥䝦䝮䞀䜘䜯䝥䝭䛱挿入䚯一番良䛊画
質䛭䠃䠋䠂䠂枚䜈䛴撮影䛒䛭䛓䜑䛴䛱䛹䛩
䛕䜐䕦徳島䛭䛙䛊䛪䜘䜷䜱使䛩䛬䜊䜑䛤

䟺䜒䜙䛑䛊䟻

全奏協通信全奏協通信全奏協通信全奏協通信全奏協通信


